
地方組織設計事務所でのBIM推進の一例

-設計担当スタッフを主体としたチーム構築によるBIM導入の流れ-

関・空間設計 設計監理部 小林誠 David Coyle
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・会社の紹介と特徴

・BIM導入の経緯（2013～2017）
・BIMに対する期待
・導入当初の様子
・導入当初の課題

・課題解決への道のり（2018～2022）
・課題解決のためのチーム作り
・ロードマップの作成
・プレゼンテーションの向上
・社内普及に向けたBIMコンペ応募

・BIM定着のポイント

・今後の展望（2023～）＋まとめ
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社員 33名

設計監理部 23名
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導入当初

パース作成やボリューム検討などはBIMの導入がしやすく、多くのPJで活用できた
モデルを変更すると図面も連動し、プロポーザルや基本設計打合せ資料の作成が楽に

高校新校舎・竣工写真 基本設計BIMモデルA

基本設計BIMモデルB

128



当時はBIMを使えるのは実質若手スタッフ1名のみ

129



2DCADの表現との違いが気になる
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導入当初の課題

・２DCADで可能な細かな表現を作図するのが難しかった

・実施設計図の作成のハードルが高かった （平面詳細・矩計・展開図・建具表など）

・習得までのハードルが高く、スタッフ間のBIMスキルの差が大きかった

・社内ルールがなかった

・負担の大きなPJを他の社員がサポートできなかった

チーム体制・環境の強化 社内フォーマットづくりが必要
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2018～2019

パース作成のためのBIM

135



民間オフィスプロジェクト 2,000㎡ （パイロットプロジェクト）

基本図に加え、平面詳細、展開図などの実施図の作成
→BIMテンプレートの基本になる

2019～2020
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保育園プロジェクト 1,300㎡

軒高さが変化する
円型のプラン
複雑な建物形状に挑戦
基本図の作成

2020～2021
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学校プロジェクト 10,000㎡

大規模のPJに挑戦
展開図、建具表などの実施図作成
動画を活用して表現スキルを向上
複数人でのBIMモデル編集

2021～2022
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プレゼンテーション能力の向上

レンダリング時間40分→10秒程度に
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プロポーザルパース。昼と夜の良い雰囲気を表現

Archicad Twinmotion
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プール 仕上げの比較
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プール トップライトの比較
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プール 構造の比較
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こども園 レンダリング画像での形状比較をプロポーザルに活用
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Archicadユーザー

Kobayashi Togashi Mori

Abe Coyle SasakiHomma

「チームBIMでBIMを請け負う」ではなく、社員全員がある程度BIMを理解して使える状態
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優秀賞（仙台市長賞）！
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作品名：境界の更新 
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図面 ・2DCADよりもっとフレキシビリティ
・平・立・断面図が同時に立ち上がる
・図面間の不整合がない

・書込作業が必要になる場面
・以前からある社内の2DCAD図面基準と合わない

時間 ・表現ツールと図面設定による時間の節約
・模型表現より手軽に3Dのイメージを共有できる
・平面図の変更が瞬時に立面図等に反映される

・（習得に）時間がかかる

体制 ・社内チームを作り互いにサポートする ・設計BIM、設備BIM、施工BIMで考え方が異なる
・社内共同作業の方法が標準化されていない

その他 ・複雑な形状も図面化できる
・環境シミュレーション（採光・照明）
・3Dパースを複数作成することで比較検討
・モデル共有による施主・施工者の理解度向上

・社内にBIMのワークフローの専門家がいない
・PCやソフトウェア・プログラミングの知識が不
足

BIMを理解する

多機能、であるがゆえに時間がかかる

課題成功
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• 専任のオペレータを置かず設計担当スタッフによるチームを中心に周囲を巻き込みながら進めていく
• すべての図面をBIMで描くことにこだわりすぎない。２DCADと併用しながらスキルアップを図る
• BIM作業のメリット・デメリットを理解し、PJに合わせて利用方法を変えてみる

会社にBIMを定着させるための3つのポイント

BIMモデルから作成した立面図
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今後の展望

②チームワーク機能の導入

Graphisoft Web Siteより

→社内BIMマニュアルの作成
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応用

職業体験でも活躍
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・設計担当スタッフの考えたデザインを効果的に表現→比較検討に移行できる

・オペレーターに頼らず、フットワーク軽く業務を進められる

・大手企業やBIM専門会社とは違う強味・クライアントへのアピールになる

まとめ・設計担当スタッフがBIMを操作することで

×BIM
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